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動物園水族館は、野生動物の研究の場としても機能しており、研究者と協働でさまざまな取り組みが実
施されている。その多くは、学会や研究会、論文などで発表されたりしているが、専門的な内容も多く、
一般の来場者の目に映らないこともある。また、動物園水族館が研究したいと思っても、近くに大学が
なかったりすると、研究者とのマッチングが難しい場合もある。そこで、動物園水族館の研究の裏側、
例えば、調査・研究を実施するまでの取り組み内容、どうやって園館と研究者でマッチングしたか、ス
タッフと研究者が実際にどれくらい作業に関わっているかを紹介してもらい、今抱えている問題や、今
後の課題などについて考えていく。

保全研究の場としての意義が高まる動物園水族館だが、レクリエーションの役割もとても大切だ。楽
しみを第一に求めて訪問する人々に学びを提供できるという点は、動物園水族館の特別なところだろ
う。この100年で、人々に楽しんでもらうためには動物の姿かたちの珍しさやショーを見せることから、
展示の工夫によって動物の行動や生態を楽しんでもらうというように変化しつつある。どのような展
示を行うかは、その動物の本来の性質、動物への負荷、教育効果などのメリット・デメリット・リス
クなどを十分に考慮する必要がある。大型類人猿、イルカ、ゾウ、タッチプールの事例を通じて、レ
クリエーションと動物福祉、環境教育のバランスについて考えたい。
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１３：００～

１３：３０～

１４：１０～

１４：００～１４：１０

開場（受付開始）

「複数の水族館・大学と共同で進める
　海棲哺乳類のストレス評価研究」
山田研祐（京都水族館
中陳遥（京都大学）　

「横浜市立金沢動物園が大学と共同で
行ったインドゾウの行動調査 13年の軌跡」
半澤沙由里（横浜市立金沢動物園
金澤朋子（日本大学）

「シャチの認知研究が実現するまで」

休憩

１５：１０～１５：２０ 休憩

神田幸司（名古屋港水族館）
三田歩（京都大学）

「オオサンショウウオの親子判定」
田口勇輝（安佐動物園）
吉川夏彦（国立科学博物館）

１４：４０～ 「長期モニタリング調査データを基にした
沖縄に来遊するザトウクジラの個体数推定」
小林希実（美ら海水族館）
北門利英（東京海洋大学）

１５：２０～ 「かごしま水族館のハンドウイルカを
対象とした認知実験について」
柏木伸幸（鹿児島いおワールド）
山本知里（福山大学）

１５：５０～

１６：２５～１６：４５

「動物園×ICT の研究事例
～ニシゴリラを中心として」

総合討論

１７：００～１８：００ ポスター発表

１８：３０～ 懇親会

田中正之（京都市動物園）
吉田信明（京都高度技術研究所）

９：００

９：３０～

１０：０５～

１０：４０～１０：５０

開場

「濃密？あっさり？
チンパンジーたちのかかわり方」
徳山奈帆子（京都大学）

「ヒトとチンパンジーのかかわりの変遷：
過去 90年に京都で暮らした
チンパンジーの記録から」

山梨裕美（京都市動物園）

「野生イルカのくらし : 
御蔵島のミナミハンドウイルカを例に」

休憩

酒井麻衣（近畿大学）

「沖縄美ら海水族館が
イルカショーを続ける理由」

河津勲（美ら海水族館）

１0：5０～ 「野生マルミミゾウの生態」
野本繭子（京都大学）

黒邉雅実（東山動物園）

「東山動植物園とゾウ
～ゾウの導入・戦後に走ったゾウ列車
・アジアゾウの群れ繁殖～」

１１：２５～ 「海遊館は、なぜサメとエイの
ふれあい体験を終了したのか？」

１２：００～１２：５０ 総合討論・連携園館の代表者

１３：００ 終了

川邉由里子（海遊館）

お申し込み
お問い合わせ・詳細

京都大学
野生動物研究センター

動物園水族館大学のweb ページから
お申込みください。

どなたでもご参加いただけます！
会場参加は事前申し込みが *必須 *です。
定員：会場各日 80 名（先着順）・オンライン 制限なし

https://www.wrc.kyoto-u.ac.jp/projects/za/2024-03.html
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